
子育ち支援グループ

■構成メンバー

石川謙二、井上良純、福本悦子、油田千鳥、

田岡陽子 、干草篤麿、澤田裕子、浦田宗昭、

水谷孝子

■開催日程と内容

8 月 5 日 メンバー 自己紹介・ リーダー決め

・ア ドラー支援者ワークについて

9 月 10 日 事前ワークについて

ア ドラー心理学 「親が変わる・子 どもが変

わる・それが出発点」

9 月 16 ［］ 支援者事前ワークシ ョップ

9 月 2 2 日 当 日企画に 「親が変わる・子 ど

もが変わる・それが出発点」の詳細 きめ

1 0 月 20 日 子育 て支援 グルー プ企画

「語 り合おう子どもの本書、親 の本音」詳

細決め

1 1 月 14 日 子育 て支援 グルー プ企画

「語 り合 おう子どもの本書、親 の本 音」 当

日タイムテーブル・進行・参加者確認・準

備物の確認

子 ども の育 ち に と って、子 どもの 周 り

にいる大人の有 り様 （権利意識）が大き

く影響 す る とし1う こと に共 感 して 、 この

グループは 「子どもの育 ち にとって大

きく影響のある、大人の権利意識を高め

る」 こ とを 目的 と して 始 ま つた。 グル ー

プ会は遠方のメンバーの他は毎回殆 どの

メンバーが出席 し、子どもの人権をめく

る様々な角度から熱い意見交換で盛 り上

がった。

当日の企画は、メンバーの澤田さんが

アドラー 心理 学育 児 の すす め と して 『親

が変わる教 師が変わる それが出発点』

のワ ー ク シ ョ ップ を 提 出 し て お り、 そ

の後グループからの声かけによ り、体験

ひろ ば☆ こ ども スペ ー ス四 日市 よ り 『親

子が共 に育 つ保 育 プ ロ グラ ムプ レイ セ ン

ター』の遊 びの現場と実践発表が出され

た。

その後試行錯誤の末、グループのメン

バー か ら 『語 り合 お う 子 ども の本 書

親の本音』 が提案され、後半はその企画

を練 り準 備す るこ とに費 やされ た。

また 9 月 には『親 が変 わる ‥‥』の ワー

クシ ョップを 実行 委 員 に体 験 しても らう

企画を提案 し、実行委員 19 名が参加 し

体験 しても らうこ とが出 来た 。

子どもの参加
・ 参画グルt プ

■構成メンバー

山根一枝、田上稔、鈴木英文、園田雅司、

別保和事、谷 口美子、釜谷恵子、嶋かをり

■開催 日程と内容

グループ会

①7 月 2 9 日② 8 月 22 日

③9 月 1 0 日④ 9 月 2 0 日⑤ 10 月 9 日

⑥10 月 23 日⑦ 11 月 4 日

⑧1 1 月 1 7 ［］（卦 1 1 月 2 2 日

◎「子どもの広場」

1 1 月 2 4 日 （月・振休）

「子どもの広場」

イベン ト情報 コーナー・ミニステージ・ 研修室 C

事前参加申込み数 1 26 人

全体会開催 1 1 月 1 日 （土）

参画数 1 3

団体・個人 （25 人）

子どもが主体者にな つて参画する「広

場」の企画。子どものあるがままの姿を

大人 が 信 じ、子 ど も にまか せ る こと につ

いて グ ルー プ会 と して どう 考 える か話 し

合いを重ね、実行委員会を通して子 ども

たち に発信 した。 当 日子 ども たち が 自分

で考 え、 自分 で 決定 し行 動 す る 姿 か ら、

子どもが自分で 自分の権利をつかんだ事

を実感できた。

◎「子 ども サ ミ ッ ト」

1 1 月 2 3 日 （日 ） 1 5 ：0 0

参加数 347 人

話し合い

①② 8 月 2 4 日③ 9 月 1 6 日

④10 月 1 7 日⑤ 1 1 月 9 日

⑥⑦ 1 1 月 2 3 日

パネラー 4 人

子どもの人権ファシ リテ一夕ー 浜 田 進 士

4 回の話し合いを重ねなが ら自分が感

じた 権利 につい て、 自分 を通 した意 見 を

舞台 か ら会場 に発信 した。 パネ ラー の 自

己開示された発信が会場の子どもたちの

心に届 き、た く さん の子 ど もた ちか ら自

分発 信 があ った 。サ ミ ッ トを通 し子 ど も

自身 が 自分 の権 利 につ いて 身近 に感 じる

機会 に な つた と思 われ る。 又、 参加 者 に

とつて 「子 ども サ ミ ッ ト」 は、翌 日の 工

ンパ ワ メ ン ト・ ワー ク シ ョップ な どユ ー

ス企画への参加導入になった。

エンパ ワメン トグループ

■構成メンバー

志治優美、高木文子、堀内千春、市川千鶴子、

西村治美、外岡博明、森直樹、村林真哉、

柳本つ とむ、大門公子、秋山則子、高車環

■開催 日程と内容

7 月 3 1 日、 8 月 2 0 日、 9 月 11 日

まず 、 グル ープ の 目的 を 『工 ンパ ワ メ

ントを メ ジ ャー に して い く こ と』 と し、

メンバ ー それ ぞ れが 、 自 らの工 ンパ ワ メ

ントの 体 験を 出 し合 っ た。様 々 な体 験 を

言葉に して人 に話す ことで共感 を得て、

自身の内面に持っていたが気づかなかっ

た力 に気 つ くこ とが あ る。 工 ンパ ワメ ン

トに は、 き っ か け と 支 援 者 が 必 要 で あ

る。 子 ども の権 利 条約 フ ォー ラ ムの 当 日

は、「工 ンパ ワメ ン ト体 験 」 の チ ャン ス

を提 供 し支 援 する ワー クシ ョ ップを い く

つか行 う こと と し、子 ど も 自身 が 主催 す

るワー ク シ ョップ が開 催で き るよ う に働

きか けを しよう とい うこ とにな つた。

図らずも 3 匡l体が、小学生が小学生に、

ユースが小学生 に、ユースがユース に、

ユー ス が大 人 に …と いう よ う に、子 ども

たちが、事前 に何度も集ま り、話 し合い、

組み立てを考え試行しながら当日に臨ん

だ。 大人 の サ ポー トは要 ら ない 、と フ ァ

シリテ ー トした 子 ども た ち 自 身 が、「相

手の気持ちに気づくことの大切さ」など、

参加 者 以 上 に 得 る こ とが 多 か つた よ う

だ。 ま た、 この 機会 に 他の ワー クシ ョッ

プを行っている団体やグループに参加を

呼びか けた り、 プ ロ グラ ム開 発や 、新 し

い手法を試す場にしたい思いもあったが

実現には至らなかった。
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声グループ

■構成メンバー

大窪久美子、福井きわ子、宮Jlト 夫、山本佳

子、前田宏樹、増田和正、奥田和男、落合泰

子、平澤田代

■開催日程 と内容

グループ会

①7 月 29 日② 8 月 28 日③ 9 月 11 日

④9 月 26 日⑤ 10 月 6 日⑥ 10 月 2 7 日

⑦11 月 4 日、 5 日、 7 日 （入 力 日）

⑧11 月 10 日⑨ 11 月 15 日⑩ 11 月 2 1 日

子 ども の声 を 集 める こと で、大 人 か ら

の視点だけではなく、子ども自身の意見、

意志 を 知 り、 そ こ か ら子 ど も た ち の 状

況を分析 し、子どもの権利条例作り等に

活か してい くた め に取 り組 んで い きま し

た。

子どもたちの意志や気持ちを表現する

ために、4 つのテーマ 「夢、今言 いたい

こと、未来の子どもたちへ、自由」を決め、

各地域の学校、幼稚園、保育園、学童保育、

地域の団体等へ働 きかけていきました。

具 体 的 な 方 法 と し て ① 子 ど も の リ レー

メ ッセ ー ジ ノー ト②子 ど もの 森 （は つぱ

の形の紙にメッセージを書＜ ）③何でも

メー ル （携帯 を使 い 写 メール と メ ッセー

ジを送 って も らう） ④ オ レン ジ リボ ン ツ

リー （三重県主催 ：子ども虐待防止推進

事業） を提 案 していき ま した 。

は じめ は子 ども の声 を集 め る意義 よ り

も、集 める こ とが 先行 し、な かな か動 き

にな りま せ ん で し た。「う ちの 学 校 は 人

権のサー クルで この取 り組み を利用さ

せて も らうわ 」 と言 つて も らつた 学校 の

先生の言葉に力を得て、今までに関係を

作つていた学校や、人権のことを取 り組

んで い る団体 な ど に働 きか けて い＜ うち

に少 しずつ広 が ってき ま した 。

結果的 に桑 名地域か ら熊野地域まで

9 7 団体の働 きかけ によ って、三重県内

約 6 ，8 0 0 人の子どもたちの声を集めるこ

と がで き ま した。 ま た、県 主催 で ある 子

ども虐 待 防止 のオ レン ジリボ ンの 普及 啓

発事業を子どもの声を集めることと重ね

る こと で県 内 2 6 団 体 が 取 り組 む こ とが

できました。これ らの声を分析 し今後の

各 自治体 で の子 ども の権 利条 例づ く りに

反映させていきたいと思います。

鍔

1 3

彩



鈴鹿地域会議

■構成メンバー

鈴鹿市教育委員会人権教育課 （井上、鈴木）、

鈴鹿市人権 教育 センター （薗田、市川）、こ

どもサポー ト鈴鹿 （西村、嶋）、2 1 世紀の子

育てを考える会 ．鈴鹿 （福本）

■開催田程と内容

地域会議

第1 回 6 月 1 9 田・ 第 2 匝】7 月 23 日

第3 回 8 月 1 8 ［］・ 第 4 回 9 月 24 日

第5 回 9 月 26 日・第 6 回 10 月 1 1 日

第7 回 1 1 月 2 1 日

鈴鹿市 には、現在 55 力園約 1 万人の

外国人が暮 らしている。その子どもたち

の多くは、学校生活や進路の問題 につい

て様々な悩みを抱え、将来への展望を持

ちに くい状況 に置 かれて いる 。

地域会議では、そのような外国にルー

ツのある子どもたちの現状について共通

理解を図 り、彼らが子 どもの権利条約を

学ぶことの重要性や思いを出し合いつな

がっていける機会の必要性について話し

合った。

本年度 は、昨年 度までの鈴 鹿市教育

委員会人権 教育課の取 り組みを今 回の

フォー ラ ムの 意 義 や 目 的 と重 ね合 わ せ 、

◎交流会
①外国にルーツを持つ子どもの交流会
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飯野高校・神戸高校定時制・人権政策課 ・

N P O 法人 こ どもサ ポー ト鈴鹿 、N P O 法

人21 世紀の子育てを考える会鈴鹿と連

携し、 外 国 にルー ツ を持 つ子 ど もた ち が

子ども の権 利 条約 につい て学 ん だ り、 日

常生活の中で感じてきた自分の思いを出

し合いつながっていける場を設けようと

取り組みを進めた。

◎交流会

①外国にルーツを持つ子どもの交流会

「みんななかま」

（8 月 23 日 三重県立神戸高校定時制

にて）

参加者

高校生 3・中学生 14・過年度生 2

0 互 い に知 り合 う こ とを 目的 に、学 校生

活のことや将来のことについて高校生が

中心 と な り出 し合 う機 会 をも った 。中 学

生か ら高校生に高校生活 についての質問

もた くさん あ った。

②外園人生徒・保護者向け

進路ガイダンス

（9 月 7 日 鈴鹿市人権教育セ ンター

にて ）

参加者

高校生 6・中学生 17・ 過年度生 2

0 第一部の学校紹介や進路相談会の後、

◎交流会
（参列国人生徒・ 保護者 向け進路ガイダンス

第二部で交流会を設 けた。は じめに子 ど

もの権利条約 について話を聞き、自分が

特に大切だ と思 う権利 について、その

理由も含めてそれぞれの考えを出 し合 っ

た。高校生も自らの生い立ちや体験も交

え、自分の思いを中学生に語っていた。

③子どもの権利条約フ ォーラム in 2 0 0 8

みえ 子どもの広場企画

いろいろな国の子どもの交流会

「みん なア ミー コ」

（1 1 月 2 4 日 アス ト津 にて）

参加者

高校生 6・ 中学生 1・ 過年度生 4

0 前 回まで交流会の核 とな った高校生

が、さらに他地域の子どもたちと交流を

深め たい とフ ォーラ ムの 「子 どもの広 場 」

に参画 した 。

今回は、外国にルーツを持つ子 どもだ

けで はな く 、 日本 の 子 ども た ちを 含 めた

いろい ろな国 の子 どもの 交流 会と した 。

松 阪地区か らの外 国人高校生 をは じ

め、長 野・ 豊 田な どの 小 学生 た ち も参 カロ

し、ゲ ーム やサイ コロ トー クな どを行 い、

とてもにぎやかな交流会となった。交流

会終了後、松阪地区の高校生と交流する

時間も持 つ ことが でき た。

◎交流会
⑨いろいろな国の子どもの交流会



津地域会議

■構成メンバー

三重 シューレ （千々岩）、八ツ山小学校 （増

田）、子どもの権利条約ネ ットワーク （柳本）、

ありんこ工房 （大窪）、市こども総合支援室

（家木、浅生、前田）、市人権 課（中西 ）、市

人権教 育課 （森、外岡）、育生地区民生児童

委員協議会 （福井）、三重 県子 ども N P O サ

ポー トセ ンター・チ ャイ ル ドライ ン 2 4（田部 、

竹村）、津子ども N P O センター （飯田、谷口、

平澤、山下、中橋）、一般（杉本）、ユース（林、

青木） ※ 1 回以上出席 した方を掲載

■開催日程と内容

第1 回 7 月 1 日・‥地域会 議の立ち上げ、

条例づくりに向けての思いの共有

第2 回 7 月 3 1 日 ‥・津 地域 の フ ォー ラ ム

に向けての取 り組み状況の共有

第3 回 8 月 2 9 日 ‥・地域会議の開催意義、

活動の視点の共有

第4 回 1 1 月 10 日 ‥・ フ ォー ラ ム 後 の 地

域会議活動の発展について共有

第5 匝】 12 月 12 日 ‥・地域会議のま とめ。

今後の取り組みについて共有

問題意識の整理

子どもの リアル な

状況をつかむ

・ 声に裏打ちされた

分析が重要

権利条約
フォー ラム

子ども会議

市民会吉

でき る のは、

子ども たち 、

子ども たち と向 き 合 って い る団体

子どもの権利
条例 づ く リ

酵盛砂酵

リの道 の りは仕組 み づ くリ

この取 り組 み を子 ども たち が知 る、 参 画 す る

〈 共有事項〉

1 津地域会議の開催意義⇒津地域の活

動を津 市の条 例づ く りにつな げて いく

2 今後 取 り組 むこ と

津地域会議の成果をもとに、条例づくり

の市民実行委員会を改めて立ち上げる。

そして、以下の事項などについて具体的

に取 り組 む。

①津 の子 ども たちの 姿をつ かむ 。（フ ォー

ラムの声の分析等から）

②子どもの権利 について、正 しく理解す

る機会を持つ。（子 ども、大人、参画団

体等 によって権利の認識が違うことを知

り、共有できる認識を持つ）

③学校等の現場との関わりを強 く持ちな

がら取 り組 む。

子どもたちの参画 について、子ども会

議の開催、呼びかけ方法、テーマ （「権利」

ではな く、例 え ば 「居 場 所 づ く り」） な

どにつ いて考 え る。

松阪地域会議

■構成メンバー

松阪市こども未来課 （尼子、山口）、松阪市

教育委員会人権 まなび課 （田上）、松阪市子

ども支援研究 センター （米倉）、松阪市社会

福祉協議会 （長井）、くれっしえんど （落合）、

松阪市学童保育連絡協議会（中井、鈴木）、（特）

松阪子ども N P O センター （釜谷、大門、塩

谷、小林、中小原、西川）

■開催日程と内容

第1 回 8 月 2 1 日

第2 回 9 月 2 4 日

第3 回 1 0 月 2 1 日

第 1 回の会議はこの会を立ち上げるに

至つた 経過 を説 明 し、 これ か らの 展望 を

話しま した 。各 自 が活動 して い く中 で見

えてきた子どもたちの現状のことなど話

し会 う 中で 、周 りの 大人 の 話 にな り改 め

て、地域で考えていくが大切だと言うこ

とを確 認 しま した 。

第 2 回の 会議 では 自己紹介 を しなが ら、

自分 が 関わ って い るこ とか ら見 え て くる

子どもの 姿 な どを 出 し合い ま した 。 この

会議から参加者も増えて、いろいろな現

場から興味深い子どもたちの現状の話を

聞く 事が で き、共 有 し合 う事 が で きま し

た。「第 1 6 回子 どもの 権利 条約 フ ォー ラ

ム」へ の参力0も呼 びか けま した。

第 3 回の会議では、「子 どもの権利 条

約フ ォー ラム 」の 取 り組 み や、 子 ども た

ちか ら集 めた メ ッセ ー ジ につい て 、この

声を どの よ うに活 か して 発信 して いくの

か等を話 し合いました。松阪地域の子ど

もたち の声 を た くさ ん集 め分 析 し、 子 ど

もの権 利条 例 づ く りにい か して いき たい

と言 う話 を しま した 。
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■オープ＝ングバン ド

O M パ ーカ ツ シ ョン 10 V e

O Y 低音 10 V e

O K  Y e s w e c a n ．
0 A 早苗さん 10 Ve 。ファイ。

■スタ ンプラ リーに

ち ょうせん しよ う

○小学生 2 3 人

う けつ けだ った の に同 じグル ー プに人

がいなかつたのでうけつけができません

でした 。だ しも の のよ う いを してい た け

ど、い っ し ょにあ そん で いる 人 もい ま し

た。ダ ンボ ール で あそ ん だ りコ ムで つ ぼ

うをも って あそん でい たひ ともい ま した 。

おきゃくさ んがい っぱい きて、ま あよか つ

たと思 し1ま した。 さい ご にか みふ ぶ きで

あそび ま した 。め い ろは でき た け ど、 こ

われた りしま した 。ケ ン カは あ つた には

ありま した。 ダン ボー ルを も って か え つ

てしま い ま した。 は し りまわ つて い た人

もい ま した 。

■小学生による小学生のための
ほ め合 うワー クシ ョップ

○さいとうしゅんすけ、かわいたくみ、堂上

あすか、ふ じおかかお り

じか ん どお りに 、 ワー クシ ョップ は終

わりま した 。 自分が ひ まだ っ た ら しい の

で、 は し りまわ つてし1た。 一番 よ く し や

べりま した 。こ しが し1たか つ たの でや く

わりは した けれどず－ とすわ って いた。

【おき やくさん のかん そう】

★とな りの人 を ほ めた り体 の はた らき を

かんが えた りしま した 。（ち くご けい 7 歳）

★とな りの人 を ほめ た り体 の はた らき を

かん が えた りしま した 。ふ ざ けて いた 人

もいた けれ ど楽 しか つた です。（ち くごな

み10 歳）

★き ょうは、 ち っち やん と ほめ あ いを し

ました。 しか い の人 が おも しろか つた で

す。 にぎやか でたの しか ったで す。（も り

した）

★み ん なえ が おと か、 たの しい とこ ろが

いい。（いながきひかる）

★み んな で ほめ あ うと ころ が とて もい い

と思 つた。 しか いがお も しろ か つた 。（稲

垣輝 ）

★き ょうは 、つ でぺ ん き ょう を したけ ど

つま らん ぺ んき ょうで した 。 ほん と につ

まらなかつたです。（ すずきこのみ 6 歳 ）

★小 学生 の ため の ワー ク シ ョップ で とな

りの 人 の ほ め 合 い がた の しか つた で す。

（ すずきす＜ る 9 歳）

■一枚 の紙か ら何羽もつながった

鶴ができる挑戦「桑名の千羽鶴」

○西脇康平 （中学校 1 年生）

僕は、「桑名の千羽鶴の体験講座」に講

師と して 参加 して感 じた こと は、桑 名の

千羽鶴は普通の折 り紙と比べて見た目が

いくつもの鶴が合わさっていて、複雑で

難しそ う に思 われ た た めに 、あ ま り人が

集ま って くれ な か ったの か な ？とい う こ

とで す。

それでも 2 人の仲間達と一緒になって

汗にまみれて奔走した甲斐があったのか、

思つた 以上 に多 くの人 が 体験 しに来 て く

れて 非常 にうれ しか つた です。

また 、う っか り間違 って教 えて しま つ

た時もあったけれども多くの人に桑名の

千羽鶴を教えているうちに、自分までが

楽しみ な が らやる こ とが で き、よ か った

なと思 っています。

○高木晴加 （小学校 6 年生）

み んな しんけ んに取 り組ん でいま した。

私たちも、みんなに教えるのがとてもお

もしろかつたです。他の企画の所も、み

んな 楽 しい 企画 ばっか りで良 か つた です。

また、 こう いう 企画 が あ った ら参 加 した

いです。

○片桐由起奈 （小学校 5 年生）

子 ど もの権 利 フ ォー ラ ム」 に行 っ ては

オープニングバ ン ド演奏
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じめ に折 り紙教室 の場所 が（せま つ ‥）っ

て思 し1ま した。そ れ か ら準備 を して、 チ

ラシを く ぼ りま した 。チ ラ シを く ぼるの

は走 った り して大 変 で した 。あ と、 折 り

紙教室に来た子でまつた＜ 理解してくれ

ない子や、左ききの子がいて教えるのが

とっても大変でした。午前中の教えるの

が終わ り、お昼ごはんを食べてから、ま

たチ ラ シ を く ぼ り ま した 。 お昼 か ら は、

あま り人 が来 な くて ヒマ で した 。で も 、

とても楽 しか つたで す。

■ユースが受ける

大人の相談コーナー

○武藤拓薫

この企画を作るにあたつて私たちは何

度も話 し合いを してきました。少ない時

間の中でなかなか案がまとまらず大変な

面も多かつたのですが、当日参加者の喜

ぶ顔をみてこの企画をやつてみて本当に

良か つた と思い ま した 。

○山本裕美

今回、この企画を通して改めてわかっ

たことは人権の大切さや、相手の気持ち

に気付 く「心」の重要さです。この企画

を作り上げるまでには何度も話 し合いア

ドバイ ス もも ら いな が らど のよ う にす れ

ば参加者にわかりやすく伝わるか計画を

立て ま した 。

当日はボールを言葉にみたてていろい

ろな投げ方をして相手の受けとめ方を理

解しあ し1ま した。普 段 は何 気 な く言 葉 を

使つて い ま す が こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ に

よって、これからは相手の立場を一番に

考え たい と思 える よう にな りました。

この ご ろ起 こ つて いる 数 々の悲 しい事

件は、気持ちのすれ違いが背景にあるよ

うな気が します。た＜ さんの相手の気持

ちを くみ取 れ る よう にな れ ばい いな と思

います。もうすく私も大人の仲間入 りを

します が、 ど んな と きで も周 りの空 気 が

和むような話 し方ができたらいいなと思

ン （ 子 の広場）



います 。

○葛巻みなみ

私は当 日参加できませんで したが、企

画に携 わ りま した。 そ のな かで 、 いつ も

受動的 なわた したち が ‘‘フ ァシ リテー ター

をす る” と いう 能動 的な 立場 にな り、 “1

か ら自分 た ちで 考え る ’’という こ とで不

安を 感 じな が らも楽 し＜ す るこ とが で き

ま した。 また 、能 動 的 になる こ とで な に

か違うものを感 じることができ、いい経

験にな りま した 。

■ユー スによる工ンJてワメ ン ト ・

ワークショツブ～気持ちを表現

する ワーク シ ョップ～

○伊藤由理

私は小学生 10 名程で「気持 ち」 につ

いて考えました。私 は今 まで 「気持 ち」

と言わ れる と「うれ しい」「た の しい」「嫌

だ」「こわい」などの単語が浮かんでいま

した。子どもたちが木に貼 って＜ れた気

持ちを表す言葉の中には「パパ大好 き」

などの文章で書いてあるものがあ りまし

た。私は「文章も気持ちを表す言葉なんだ」

と子 どもたち に気づ かされ ま した。

当 日準備をしていくにつれて、参加者

が来て＜ れるか、どんな気持ちが出るか、

逆に全然気持ちが出てこなかった り、子

どもたちに「わかんない」などと言われ

たらどう しよう と、 思 つた りして 、私 は

期待と不安でい っぱいでした。でも、当

日参 加者 はた くさん来 てくれ て、たくさ －

んの気持ちができて、すばらしい「気持

ちの木」を仕上 げることができました。

私た ち は この ワー ク シ ョ ップ を通 し て、

①いろんな気持ちがあること、②どんな

気持ちも大切だということを伝えられた

らい な あと、 思 って い ま したが 、最 後の

まとめで子どもたちからそのような感想

が出て き たの で 、す ごく うれ しか つたで

す。

私 は今 まで ワ ー クシ ョップに参 加 した

こ と はあ つて も、 自分 たち で考 え 進行 し

て い＜ こ とは あ りませ ん で した。 この 体

験は 1 つ 1 つが大変責重なものばかりで

した。相手の気持ち、自分の気持ちなど

一人一人の気持ちの大切さと今回学んだ

こ とを 忘れず に生き ていき ます。

○島田愛弓

私 は今 回初 め て フ ァシ リテ一 夕 ー とい

う立場に立って、小学生以上の子どもた

ちを 対象 に した ワー ク シ ョ ップを しま し

た。

いつもは受け身側 にいる私が発信側とい

う ことで 、最 初 は不 安や 戸惑 い もあ りま

したが、何度も話 し合いを重ね、行動に

移していくうちに、不安や戸惑いが楽 し

みへ と変わ って いきま した。

当 日、子 どもた ち は とても 素直 にた く

さんの気持ちを発表 してくれま した。私

たちが予測もできなかった意見もたくさ

ん出た りして 子供 の発 想力 に感心 しま し

た。最後に子どもたちに「今日はどうだっ

た？」 と 聞 く と 即 答 で 「楽 しか つた ～」

と言 つて も らえた の が一番 嬉 しか つたで

す。

今回の企画を通 して、どのようにした

ら子 ど も た ち に う ま く伝 わ る か な ど の

ファ シ リテ一 夕ー と して の工 夫 や、私 自

身普段あまり考えることの少ない “気持

ち’’について考える良い機会になったと

思つていま す。

これ か らも たく さん の こと に挑 戦 して

発信 して行 けた らい いなと思 つてい ます。

■一緒に話そう大切なわたし

大切なあなた

○井上ななえ、浅井ともか、大畑 こうき、中

井さ お り

今回の企画に参加 して、たくさん感 じるこ

とがありました。同年代で地域も違う人たち

と自分たちの周りにある 『幸せ』 について話

す場を企画しま した。

エンディングで報告 （気持ちを表現するワークショップ）
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その中で、たくさんの人たちに集ま ってい

ただき、それぞれの幸せについて話 しました。

人 によつて全然幸 せに思 うことが違 つた

り、 同 じこ と で共 感 した りな ど 、た くさん の

幸せが聞けま した。

幸せを共感 することや、共感 してもらうこ

とも幸せだと思えま した。地域 によって、考

え方や方 言が違 った り して新鮮 に感 じま し

た 。 フ ァシ リテ 一 夕 ー をす る のは 難 しく、 は

じめは不安があ りましたが、最終的に時間が

オーバーするまで話せて安心しま した。人の

つなが り、友だちの輪が増えたことがとても

嬉しか った。 こんな経験をもっとたくさん し

たいと思いました。

初めてあう人たちと、子どもたちだけで深

い話ができ、とてもよい経験ができました。

■ユース企画

「伝えようあなたの気持ち

～伝えるつてむずかしいよね～」

○杉 山優子、鈴木敬介、田中智之、塚 沢亮、

中谷紀宏、林史子

■至つた経緯 ：

現在の社会においてアサーテ ィブ （自分の要

求や意見を、相手の権利を侵害することなく、

誠実に率直に対等に表現すること）が必要だ

と思いアサーティブを多くの人に知 ってもら

おうと企画 しました。

■分科会の様子 ：

午前寸劇を踏 まえてアサーティブの説明をし

ました。思ったよ りも参加者の方から多くの

意見を頂いて話すことがなくなりそうにな り

びっ＜ りしました。午後は恋愛、家族、学校、

フリーと年齢性別関係な く分かれて集まり話

し合いを しました。そ こで、自分とは違う立

場の方の話 を聞いたら相違があ った りして、

「 そうやつたんかあ～」 つて気付きを得てい

る方もいました。皆 多くのものを持ち帰 つて

もらえたん じやないかと思 っています。

■や つてどうだったか ：

達成感が非常にありました。アサーティブが

何のため に必 要なのか、 どう して今 アサ ー

ティブなのかを何時間もかけて論議してきた

ので参加していただいた皆 さんからの反響が

とても楽 しかつたです。

ユース 6 人で行 ったことに意味があったん

じやな いか と思 い ます 。

伝えようあなたの気持ち～伝えるつてむずか しいよね～



■子 どもサ ミ ッ ト

○中川大夢

僕は、実はサミッ トに参加するのがち ょっ

と嫌で した。（笑 ） お母 さんにいきな り連

れて行かれてやらされている感 じだったんで

す。 しかし、会議を重ねていくうちに、どん

どん 自分から参加して、自分の情報を発信 し

ていきたいと思し1始めま した。自分か ら発信

して い きた い 、 サ ミ ッ トに参 加 したい と 思 つ

たのは、なんと言 っても、美味 しし1手作りの

ご飯があったからこそ。会議に行くのが楽し

みになり、ありのままの自分を発信できたの

だと思います。そ してなん と言つてもサミッ

トメンバーと浜田先生のおかげだという事 ！

サミッ トのメンバー には、とてもいい話を聞

かせてもらい、自分にプラスになる事ばかり

で、 とて も ため に な りま した 。

サ ミッ ト当 日は、最年少と言 う事 もあ り、

話しはめち ゃくちやで自分でも何を話 してい

るのやら正直わけがわかりませんでした。舞

台に座つているだけ。初めてあんな大きな舞

台に上がってとても緊張したけれど、とても

いい経験が出来たなあと思 つています。もつ

と人の前で話す経験をつんで、しつか り話せ

るよ う にな りた い と思 いま した。

最後に、僕のめち ゃくち ゃな話を聞いてく

ださつた皆さん、あ りがとうございま した。

またこういう機会があったら参加してたくさ

んの情報を発信していきたいと思います。サ

ミッ トメンバーの皆さん、とてもいい話を聞

かせてくれてあ りがとうございま した。また、

どこかであ つたらよろ しく。浜田先生、いろ

んな話、し1ろんな国の子どものことを教えて

頂きありがとうございました。

○竹内直人

参加しようかどうか、悩みに悩んだ子ども

サミ ッ トは大成功だ ったと思います。僕自身

が言いたい事を言えた し、皆の言いたいこと

も聞けて、僕にとっては勉強になることばか

りで した 。

喜多先生の話のあとで 自信もなく、逃げ出

したい衝動で一杯でした。「今の気持ち」と

浜田先生に聞かれて、迷う事無く逃げ出した

いというと会場に笑いが起きて、不安の気持

ちが少 し落ち着きました。多分、僕 らパネラー

が言いたいことを言 えたのも会場の雰 囲気が

良かつたからだと思います。事前の打 ち合わ

せでパネラー四人は共通認識 を持 つて、言い

たいことを言おう、と思つていたのではない

だろうか。少なくとも僕はそう思つていま し

た。

僕の話 した 「勘違 い」の話 は僕の予想に反

して、会場 に受け入れられました。そもそも、

こんな話をしてもいいのだろうか、と思いつ

つ前 日に制作 したカンペ。教職員や大人を敵

に回すかもしれないとも、いいたいことが言

葉足 らずでそれこそ勘違いされたらとも思い

ました。僕の話 が反感を買 わなか った のは

フォロー して くれた浜田先生のおかげだと思

います。

終わ ってみると、も つと言いたいことがい

くつも出てきた し、大人の意見も聞きたいと

も思いま した。これか らも続 くだろう子ども

の権利条約フォーラムの中で、もつともっと

子どもからの発信を大人に受信 してもらいた

くな りま した。 僕 は どう し1う形 で あ れ、 こ れ

からも一人のユースとしてありのままの自分

を包 み隠さず発信 してい こうと思いま した。

そして、僕が子どもの発信を受け入れ られる

大人になろうと思いました。

○中谷紀宏

私は同和問題とそれ に対しての両親 との関

わりの話をしました。私の話を聞いた人が、

少しでも同和問題や自分の親子関係 を見つめ

るきつかけになれば嬉 しいと思いました。正

直、パネラー として参加する事を躊躇 った時

期もあ りました。人前で自分のカミングアウ

トをす る こ とで 、後 で 軽 蔑 され る の で は ？差

別され るの で は ？と考 え たか らで す 。しか し、

子ど もサ ミ ッ ト
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それは妄想で した。話終えた後、本当に多く

の人か ら 『感動 した。』な どの嬉 しい声 をい

ただきました。中でも、『自分は外回人だけど、

ブラジルに生まれたことを誇 りにもてるよう

に、中谷さんのように頑張 ります。話を聞い

て勇気をもらいました。』と言う言葉をもらつ

たのは印象的でした。今回の子 どもサミ ット

で、全国には自分と同じように熱い気持ちを

持つた仲間が大勢いることに勇気をもらいま

した。私は来年、大学を卒業 し、新 しい世界

に旅立ちますが、これか らも自分という人間

を堂々と誇 りをもって生き続 けて行 こうと、

改めて決意しました。

私は、人と人の繋がりの中で、肩書きや階

級・年齢なんかで、人を判断 したくないと思 つ

ています。人を権力で押えつけたり、肩書き

でみてくる大人 には、自分の心を開こうとは

思わない。子どもサミッ トのパネラーの仲間

は、あ りのままの私を受 け止めてくれた。真

剣に話 し合い、笑い合い、泣 き合 つた仲 間。

だからこそ、私はこれからもこんな仲間を増

やしていきたいし、誰かを支える人でありた

い。

○浅井朋香

初めは、大勢の人前で何かを伝えるなんて

自分には、無理だなあと思つていま した。不

安もー杯でしたが、本番は近づ くたびに心配

や不安は、なくな っていきました。それは、

サミッ トを一緒に してきた皆の存在があった

からだと思っています。そ して本番を迎えて

ドキ ドキ は し ま した が 同時 に ワ クワ ク も しま

した。今 まででは考 えられない感情で した。

おかげさま （？）で本番も大成功ですごく充

実した 2 日間 で した 。

フ ォー ラムを終 えて、また普通の生 活 に

戻つたわけですが、私 の中に安心 感、 自信、

心のゆとりが出来ま した。あと県外の仲間も

できました。今 は、元気で毎日を過ごしてい

ます。それも総て皆様のおかげだと思つてい

ます。本当 にありがとうございます。

サミッ トを始める前も終わつた後も、私が

皆に伝えたいのは 「ありが とう」 なんです。

また、皆さんにお会い出来る日を楽 しみにし

ています。それまで私のことを忘れないで下

さいね。そして会 ったときには「久しぶり」っ

て声をかけて下 さい。皆さんに会えた事、お

話出来た事、本当に嬉 しく思っています。あ

りが とう ござ い ま した。



■桑名

エンパ ワメン トみえ

人 は誰 で も生 ま れな が ら に して 、そ の

人な らでは の素 晴 ら しい力 を持 って いま

す。 た とえ ば、 自分 にふ りか か ってき た

困難な問題を解決 した り、疲れ傷ついた

自分 を癒 して いく 力な ど。 そん な力 が 自

分の中 にあ る こと に気 づ き、発 揮 でき る

ような支援 をす る活動 を して いま す。

留守番 T E L＆FA X O 5 9 4・2 1－7 8 8 4

■桑名

C A P みえ

子 ども があ らゆる暴 力 （い じめ・誘拐 ・

虐待・性暴力など）か ら自分で自分の心

とか らだを 守 る暴 力 防止 プ ログ ラム 。こ

のC A P プロ グラ ム を子 ども と大 人 に伝

える 活 動 を して い ま す。C A P で は こ ど

も達が人権意識を持つことで暴力にあわ

ないため、また暴力 にあつた時の問題解

決力を高めると考えています。

鈴鹿市耕町 1 1 6 1・1 9

T E L ＆FA X O 5 9 －3 8 4・8 7 1 7

■桑名

（ 特 ）くわな 子 どもネ ッ ト

子どもが豊かな子ども時代を送ること

によ りた く ま しく生 きる 力 を 身 に つ け、

さらに は子 ども を取 り巻 く環境 を整 え る

ことに よ り誰も が生 き やす い まち づ く り

をめざ し、子育て・ 子育ち支援事業、子

どもの生活・社会体験事業、子どもの社

会参画事業、文化・芸術体験事業を行 っ

ています。具体的には、乳幼児と親対象

の講座、託児、緊急サポー ト、チャイル

ドライン 2 4 の実施、「子ども料理探検隊」

「 キ ッズ キ ッチ ン 」「1 0 代 の ボ ラ ンテ ィ

ア講座」などを実施しています。

h ttp ：／／w w w l ．o d n．n e．jp
／－kuw ana kodom on et

桑名市東方 1 4 1 2 －1

T ∈L ＆FA X O 5 9 4・2 1 －0 5 0 1

■四 日市

子育ち広場 ∴ ドロップ in

子ども達ののびやかで豊かな「子ども時

代」を実現するために、子どもが安全に

安心 して健やかに育つ地域社会づくりを

自的 と して 活動 してい ます 。世 代 を越 え

てほつとできる場、親子で遊ぶ場、親子

で生の舞台を観て感 じる場、小学生の体

験の場などの活動を通 して大人も子 ども

もともに育 ちあう場 をつ く ってい ます。
h t t p ：／／w v v w ．g e o ¢ i t i e ＄ ．j p

／＄ m i I¢ ＿d r o p in

四日市市喜田 1 T l］ 8・1 1

T E L ＆F A X O 5 9 －3 6 3・3 7 2 8

1 四 日市

四日市まんなか子ども劇場

私たちは、子どもたちが、心身ともに

豊かに成長するために、生の舞台鑑賞や、

デイキ ャンプ や こども まつ りな ど、様 々

な体験事業を実施 しています。子 どもを

まんな か に育 ち合 い 、つ なが りあう た め

に、四 日市 西 町 に 「み ん なの 居場 所 き ら

り」を 開所 しま した 。午前 中 は マ ンシ ョ

ンに住 む小 さな子を持つ親 子が遊 びに

やってきます。午後からは学童保育の子

ども達 が元 気 に帰 ってき て 1 日中 にぎ や

かです。

＊何局 ：月 ～金 10 ：00 ～1 7 ：0 0（土・ 日曜用局）

h t t p ：／／w w w 4 ．¢t Y －n e t ．n ¢．j p

／‾m an naka
四日市市西町 1 5・1 6

T E L ＆F A X O 5 9・3 5 1・6 6 7 0

丁四 日市

N P O 法人体験ひろば☆こどもスペー

ス四日市

6 年前 に、4 世代の居場所となる家を

子ども の体 験 と して建 設 しま した。 そ し

て子 どもの体験、子育て支援、居場所事

業を 展 開 して い ま す。 居 場 所 は 日、 月 、

祝日以外夜 9 時まで開いています。

h t t p ：／／w w w 4 ．¢ t Y・ n e t ．n e ．j p ／‾＄P a ¢¢／

四日市市波本町 2 0 4 0・2

T E L ＆F A X O 5 9 －3 2 1・0 8 8 3

■鈴鹿

鈴鹿市教育委員会人権教育課

鈴鹿市 においては、2 0 0 3 年（平成 15

年）に「鈴鹿市人権教育基本方針」を策定

し、子どもの人権を人権に関する重要課

題と位置づけ、全市的な取 り組みを行 つ

ています。特に、その推進にあたっては、

①子 どもの人権を大切にする教育を進め

る。（診い じめや 不 登校 の解 決 に向 け た取

り組みを進める。③家庭や地域 との協働

子育てに取 り組む。を重点方針 として、

具体的な取 り組みを進めています。
h t t p ：／／w w w ．¢ it Y ．S u Z u k a ．1g ．j p

／kY O ik u／

j in k e n k Y O ik u ＠ ¢it Y ．＄u Z u k a ．1g ．j p

T ELO59・382・90 30

F AXO59・383・7878

■鈴鹿

鈴鹿市教育委員会人権教育センター

鈴鹿市人権教育センターでは、子ども

の権 利 条約 に基 づ き、 しょう がい の ある

子どもや外国籍の子どもなど、さまざま

な背景を持 つ子どもたちの居場 所を作

り、創作活動や体験活動、人権劇づくり、

集団遊びなど、子どもたちが主体の活動

を行 っています。活動を通 して、仲間と

つな が る ことの 喜 び を感 じな が ら、共 に

生きる なか ま と して、 お互 い を認 め合 う

関係 づく りをめ ざ して い ます。

h t t p ：／／w w w ．c i t Y ．＄ u Z u k a ．1g ．j p

／k YO 批u／a柑 aパn d e x O 3 ．h tm l

j in k e n k Y O ik u ㊥ ¢it Y ．＄u Z u k a ．1g ．j p

T【LO 5 9・3 8 4－74 1 1

F AX O 5 9－38 4・74 1 2

■鈴鹿

（ 特）2 1世紀の子育てを考 える会．

鈴鹿 （空飛ぶスイミー）

子育て真っ最中の母親が中心 となり設

立。今年、設立 5 年目を迎えます。

子どもの成長 にあわせて、母親の視点に

立った子育て講演会やイベ ン トを企画、

実施。「地域で支 える鈴鹿の子育て」を

キーワー ドに、さま ざまな 団体 と連携 し、

活動 してい ます。

h t t p ；／／w w w ．m u n i¢ r u ．¢ O m ／＄W i m m Y ／

T ELO 9 0・1 4 1 5・3 7 4 9

■鈴鹿

（ 特）こどもサポー ト鈴鹿

子ども達が自由で心豊かな「子ども時

代」を過ご してほしいと願い、文化芸術

体験や自然・ 表現体験など提供 していま

す。 また、 フ ァ ミ リーサ ポー トセ ンタ ー

やつどいの広場事業を通 して子どもが安

心して安全 に育つ地域社会づくりのため

の子育ち・子育て支援を行っています。
h tt p ：／／w w w 4 ．f a m ＝ ¢．n ¢．jp ■k o d o m o ＄Z ／

鈴鹿市桜島町 6 丁目 2 0 －3

T 亡L ＆ F A X O 5 9 －3 8 3 －1 3 2 2

■津

津市教育委員会事務局
人権教育課

子ども達が 自分の大切さとともに、他

の人の大切さをも実感できる環境づくり

をすすめるため、当課では、園・学校で

の人権学習の支援や、 P T A の人権研修

会等で エ ンパ ワー メ ン トや コ ミ ュニ ケ ー

ションを テー マ に した ワー ク シ ョップ を

行っています。
h t t p ：／／w w w ．i n f o ．¢i t Y ．t 8 u ．m i¢．j p ／

m o d u le ＄／j in k ¢n k Y O 批 u k a

2 2 9・3 2 5 3 ㊥c itY ．t8 u ．1g ．jp

T ELO59－22 9・3253

■津

津市市民部人権課
平成 18 年 1 月 に 10 市町村が合併 し、

同年 9 月「人権が尊重される津市をつく

る条例」を制定 しま した。翌年実施 した

「 人権問題に関する市民意識調査」から、

子ども を取 り巻 く現状 の 厳 しさ が改 め て

浮き 彫 り にな り ま し た。 そ して 、2 0 年

7 月には「津市人権施策基本方針」を策

定し、「子 どもの人権」を重要な施策 の

ひとつと位置づけました。今後、子ども

の「最善の利益」を確保する為、積極的

な人権施策を推進していきます。
h t t p ：／／w w w ．in fo ．0 托 Y ．t ＄u ．m ie ．jp ／

2 2 9・3 1 6 5 ＠ c itY ．t＄u ．は．jp

T ∈LO 5 9・22 9・31 6 5

F AXO59・229－3 366

1 9



■津

津市健康福祉部こども総合支援室

平成 2 0 年 4 月に新 しく設置された津

市のこ ども総 合支援室 は、子 どもの成

長に応 じて抱 くさ まざ まな 懸念 や ニー ズ

に対 して 、 多角 的 に途切 れ な く支援 を し

てい く こと が必 要で あ る とい う認識 に立

ち、児童虐待の対応、発達支援など子育

て支援についての第一義的な相談窓 口と

して 、ま た、 関係 課 の調 整 を行 う と とも

に、外部の専門機関等との連携の窓 口と

なり総 合的 に支援 の調 整を行 って いま

す。このほか、広場事業等の子育て支援

施策も行 っています。
h t t p ：／／w w w ．i n f o ．c it Y ．t ＄ u ．m ie ．j p ／

2 2 9・3 2 8 4 ＠ ¢托 Y ．t＄u ．1g ．j p

T 亡L O 5 9 ●2 2 9 ．3 2 8 4

F AXO59・22 9・33 34

■津

（特）≡重にフリースクールを作る会

フリースク「 ル≡重シューレ

5 年前 に当事者の親が設立 した県内初

のフ リー ス ク ー ル 三 重 シ ュー レは、 市

民、行政、三重県遊技業協同組合様を始

め、民 間団 体 か ら応援 してい た だい て い

ます。 みな さ ま、本 当 に あ りが とう ご ざ

います 。三 重 シ ュー レは 、お 互 いを認 め

合う子どもと大人たちによって運営する

安心できる居場所・子ども主体の学びの

場です。ぜひ、これからも私たちの活動

を応 援 して くだ さい 。

h t t p ：／／w w w ．m i e n o k o ．¢O m ／

津市広明町3 2 8 津ビル 1 階

T E LO 5 9・2 13 －1 1 15

t 津

ありん こ工房

あ りん こ工 房 は津 市 の福 祉 ゾー ン とい

われ る城 山 にあ ります 。傷 害の あ る娘 の

ために立ち上 げた作業所です。子育てか

ら共 に生 き る ことの す ば ら しさや 育ち 合

うことの 大切 さ を知 りま した 。雲 出幼 稚

園と の交流 は 1 0 年 にな りま す。「あ りん

こさ んや 」 と声 をか け ても らえ る よう に

なりま した。 人権 フ ェステ ィバ ル では 実

行委 員 を して 1 1 回 目 にな りま す。 傷 害

のある人が住みやすい地域はこころのバ

リア フ リー です 。そ んな 地域 を 目指 して

頑張っています。

■津

高田短期大学人間介護福祉学科

高田短期大学人では、人間介護福祉学

科や子ども学科において、子ども、老人、

障害児・者の生活を守 り発達を保障する

こと を 目指 し、人材 養 成 に取 り組 ん で い

ます。子どもの権利条約の内容を学んで

も、それを現場で実践できなくては意味

があ りませ ん 。み んな の 力 で この 条 約 を

育てて いき ま しょう。また 、国連障害 者の

権利条約 が 20 0 6 年 1 2 月に採択され ま

した。今後、日本政府が早期 に条約に批

准 するよ う働 きか けてい きま し ょう 。

h t t p ；／／w w w ．t a k a d a・ j¢．a ¢．j p

パn d e x ．h t m I

津市一身8 豊野 1 9 5

TE LO 5 9・23 2・2 3 1 0

FA X O 5 9・232・63 1 7

■津

津市学童保育連結協議会

共働き家庭や母子・ 父子家庭の小学生

の子どもたちの毎日の放課後 （学校休業

日は一日）の生活を守る施設が学童保育

です。子どもたちは、そこを生活を営む

場所 と して 学校 か ら 「ただ い ま」 と帰 っ

てきます。津市学童保育連絡協議会は、

約 4 0 年 間、2 2 の学童 が ともに協 力 し合 っ

て、公設民営の学童を保護者と指導員で

支えあっています。

h t t p ：／／w w w 2 ＄ ．b i g l o b e ．n e ．j p

／‾G a kudo u／

津市中河原 4 4 5

敏和小学校内学童保育 えのき会

T ELO 59・226・9620

■津

育生地区
民生委員児童委員協議会

育生地区民生委員児童委員協議会は行

政と連携を取 りながら、社会福祉の増進

のため活動をしています。地域では、育

生地区社会福祉協議会の一員として三つ

の部会を持っています。①高齢者福祉部

会：高齢者を対象に「いきいき健康サロ

ン」を計画実施。②障害者福祉部会 ：本

年度 は 「車 イ ス体 験ふ れ あ い ウオー ク ラ

リー大会」に参加研修③児童福祉部会 ：

育生 地 区子 育 て支 援 ネ ッ トワー クづ く り

事業。「人形劇と七夕まつ り」を計画実施。

広報 「民生委員だより」を発行 し地域の

福祉向上への啓蒙。

■津

（特）津子ども N P O センター

子 どもの権利条約を基に、子 どもが安

全で安心して豊かに育つ地域づくりをめ

ざして、子育て・子育ち支援の事業活動

を展開 しています。地域の子育てを応援

する 「フ ァミ リー サポ ー ト・緊 急 サ ポー

ト」・乳幼児親子が気軽に利用できる 「つ

どいの広場」・ 18 歳までの子ども専用電

話「チ ャイ ル ドラ イ ン 2 4」 の 実 施 組 織

として の活 動な ど を通 して子育 て をみ ん

なで 支 え合 う地 域社 会 づ く りに取 り組 ん

でい ます。

h t t p ：／／w w w ．z a ．z t v ．n ¢ ．j p ／ k o d o m o ／

津市大里窪田町 2 7 0 9・1

T ∈LO 5 9・2 3 1・0 0 12

F A XO 5 9－2 3 1・0 0 13

■松阪

松阪市教育委員会

松阪市教育委員会では、人権教育を推

進するために、市民講演会や市民講座を

開講 し、 また 中学 校 区人 権 フ ォー ラム を

実施 しています。さらに、外国人児童生

徒教育の充実を図るために、母語スタ ッ

フやボ ラ ンテ ィ アの 協力 を 得な が ら、 初

期日本語適応教室や母語教室を開校 して

います。
h t t p ：／／w w w ．¢it Y ．m a t ＄u ＄a k a ．m i臥 j p

／m a na bi／

T ELO598・53・43 98
F A X O 5 9 8・26・88 1 6

t 松阪

松阪市こども未来課

松阪市こども未来課 は、平成 18 年 4

月に児童福祉担当課として福祉課から独

立して 3 年 日 にな ります 。保 育 園係 と こ

ども係 2 係で主に保育園、子育て支援セ

ンター、児童相談、児童手当、放課後児

童クラブ、母子福祉など子どもに関わる

幅広い業務を担 っています。次代を担う

こど もた ちの 将 来が 明 るい 社会 と なる よ

う願いながら、日々、子育て家庭の支援

に取 り組 ん でいま す。
h t t p ：／／w w w ．c i t Y ．m a t ＄ u S a k a ．m ie ．j p

k o d ．d iv ＠ ¢it Y ．m a t ＄u S a k a ．m ie ．j p

T ELO 5 9 8－53・40 8 1
F A XO 5 9 8．2 6．9 1 1 3

■松阪

社会福祉法人 松阪市社会福祉協議会

みんなで考え、話 し合い、協力して心

ふれ あう 「福 祉の ま ちづ く り」 を 日指 し

ます。主な事業○地域福祉活動 （地域福

祉活動計画推進事業、地区福祉会活動、

ボラ ン テ ィ ア セ ン ター 運 営 、 貸付 事 業 、

各種相談事業、赤い羽根共同募金運動の

協力、共同募金配分金事業等々）○地域

福祉権利擁護事業○介護サー ビス （居宅

介護支援、訪問介護、通所介護事業等々）

○障害者自立支援事業○その他受託運営

事業等々。

h t t p ：／／w w w ．m a t ＄ u ＄a k a w ¢ l．¢ O m

概阪市熊町 1 3 6 0 －1 6 松阪市福祉会鋸内

T E LO 5 9 8－2 1・1 4 8 7

F AXO598・23・3 359

t 松阪

くれ っ しえん ど

『障がいがあってもー人の人間と して

尊重され誰もがあた りまえに生きていけ

る地 域 づ く り』 を 自指 して いま す。 会の

趣旨に賛同する人は、年齢や障がいの有

無・違いに関係なく誰でも入会できます。

主な活動は春・夏休みの障がい児親子レ

クリエー シ ョン 、就学 ・ 進学 ・学 校 生活

などの話 し合いの場、福祉や防災などに

ついての勉強会、障がい児者が地域で集

える場づくり、その他親睦の行事など。

松阪市久保町 7 5 7・6

T E L ＆F A X O 5 9 8・2 9・1 6 5 3

2 0



■松阪

スペシャルオリンピックス日本・≡重

スペ シ ャル オ リン ピック ス （S O ） と

は、タウン症、 自閉症、発達障害な ど、

知的発達障害のある人たちに、費常的に

様々 なス ポー ツ トレーニ ン クと 、そ の成

果の発表の場である競技会を、年間を通

じて提 供 し、 自立 と社 会 参加 を応 援 す る

国際的なスポーツ組織です。 S O は非営

利活動 で、 運 営は ボラ ン テ ィア と善意 の

寄付 によ って お こなわ れ てい ま す。 コー

チと して彼 らと触 れあ う こ とは、 私 たち

ボラ ンテ ィア にと って も とて もす ば ら し

い体験 にな ります 。 ほん とか な ？と思 う

あなた、ぜひ、一度、プログラムを見 に

きて くだ さい ！

h t t p ：／／w w w ．＄ O n m i ¢．O r g ／

i n fo ㊥＄O n m ie ．0 柑

T EL O80－3 623・8228
F A X O 5 9・35 6・1776

●松阪

松阪子ども N P O センター

子どもの生活体験、鑑賞体験、社会参

画の機会の拡充を因り、かつ子 どもの全

人的 な成 長 に寄 与 する こ とを 目的 と して

様々 な 事 業 を して い ま す。 主 な も の と

して は フ ァ ミ リサ ポー トセ ン ター 事 業 ・

「 チ ャイ ル ドライ ン 2 4」 実 施組 織・ 高 学

年キ ャンプ・ トー ク合宿・ しつ け教 室 等

です。

h ttp：／／w w w ．m knpo ．jp／

松阪市下村町 1 1 1 5

T E L ＆F A X O 5 9 8・2 0 －1 5 1 1

■伊勢

（ 特）≡重みなみ子どもネットワーク

「すべ ての 子 ども が 自分 に誇 りと 自信

を持ち、自ら考え責任をもって行動でき

るよ う、 活動 を通 してサ ポ ー トす る」 を

ミッシ ョン に、子 育 て支 援事 業 で は、子

ども の主 体 を大切 に した支援 事 業、 フ ァ

ミリー サ ポ ー ト事 業 で は、伊 勢市 か ら受

託して いる 「いせ フ ァミ リー・サポ ー ト ・

センタ ー」 運 営 を 通 して 地域 づ く りを 、

文化芸術体験事業では、食文化や自然体

験を通 して、命を実感 し自己肯定感を高

める事業を行っています。

h ttp：／／w w w ．am igo2 ．ne ．jp
／‾kodom o2 1／
伊勢市岩渕2 －3 － 1 3

T ELO596－28・5692
F AXO596－28－56 79

■熊野

（ 特 ）子 どもス テー シ ョン くまの

乳幼児から青少年まで、子ども達が自ら

考え、主体的に行動できる力を発揮でき

て行 ける 様、 あ らゆ る方 向か らサ ポー ト

して い く事の 手立 て と して、 ネ ッ トワー

クを広げ、地域を巻き込んだ自然体験事

業・文化芸術体験事業・子育て支援広場

事業・ 保育サポー ト事業・学童保育事業

等を実施 し、一人一人が自尊感情や自己

肯定感を養い、子どもが生き易い地域社

会を築 いて行 く事 を 目指 して い ます。

k in a n ＠ z b ． z tv ．n e ．jp

熊野市久生屋町 1 6 3 －2

T ELO 597－89－5633

FAXO59 7・89・5643

■≡重県

≡重県健康福祉部こども局
こども家庭圭 ／こども未来室

三重県こども局では、県民の皆さんを

はじめ、団体や企業など多様な主体との

連携・ 協働 により、すべての子どもの育

ちと子 育 て家 庭 を見 守 り、 ささ え るこ と

ので きる 「こ ども や子 育 て家 庭 にや さ し

い地域 づ く り」 をめ ざ し、子 ど も関 連施

策を総合的、一体的に進めています。

h ttp：／／w w w ．p柑 f．m i臥jp

／D IKO DO M O／
こども家庭室児童福祉グループ

k o d o m o k ＠p 柑 f．m i¢．jp

T ELO59・224・2 883

F AXO59．224．22 70
こども未来室次世代育成グループ

k o d o m o m ㊥ p re f．m ie ．jp

T ELO 5 9・224・22 69
F AXO59・224－22 70

■三重県

（ 特）≡重県子ども
N P O サポ ー トセ ンター

子どもの権利 を保障す る基 盤整備及

び、子どもの社会参画の場をひろげ、子

どもが安全で安心 して全人的に育つ社会

づく りを 目的 と して活 動 して い ます。 ま

た、行政・企業・ N P O など子どもに関

する団体との協働を推進 し、公共サー ビ

スの 担 い手 とな り、子 ども に 関す る諸 団

体の サポ ー ト、 ネ ッ トワー クづ く りを 日

的と し、 地域 づ く りを進 め て い ます。 み

え緊急 サポ ー トネ ッ トワー ク事 業 。「チ ャ

イル ドライ ン 2 4」実施組織の事務局を

担当。

h t t p ：／／m i¢－k o d o m o －n P O ．O r g ／

津市大里窪田町 2 7 0 9・1

T ELO 59・232・0270

F A X O 5 9・23 2・027 1

■≡重県

「 チャイル ドライン 2 4 」実施 組 織

「チ ャイ ル ドライ ン 2 4 」 は、子 ども の

心を受け止める 18 才までの子 ども専用

電話です。月曜日～土曜日午後 4 時～ 9

時まで の 毎 日実施 を して い ます 。子 ど も

の権利条約を基本 に、電話をかける子ど

も達の主体を大切 にし、子どもの工ンパ

ワメ ン トをサ ポ ー トします 。地域 の 多 く

のボ ラン テ ィア でつ くる チ ャイ ル ドラ イ

ン2 4 を通 して、子どもが安全で安心 し

て豊 か に育 つ 地域 社会 づ く りを 目指 して

います。

h t t p ：／／¢ h i ld li n e 2 4 ．n e t／

津市大里窪田町 2 7 0 9・1

T E L ＆F A X O 5 9・2 1 1 －0 0 2 4

■全国

日本ア ドラー心理学会所属
アドラー心理学学習グループ

私 たち は 日本 ア ドラー 心 理学 会 の 会員

として ア ドラー 心 理 学 を 学 ん で い ます 。

1 8 7 0 年 オー ス トリア に生 ま れ た アル フ

レッ ド・ア ドラー と いう 心理 学者 は、戦

争のない人々が問題を話 し合いで解決す

る社会の実現を願いました。そのために

はこれからの社会をつくる子どもたちへ

の「育児」や「教育」がも っとも重要だ

と考えました。その流れを汲んだ勇気づ

けの育児 についての考え方や、育児プ0

グラム 『パ セー ジ』 を みな さ ん にお伝 え

した いと思 って います 。

a d o le r ．＄a W a d a ㊥ n 汀tY ．C O m

川西市東多田 3・2 3・1・1 0 3

T ∈LO 72・792・802 7

■全国

子どもの権利条約
ネッ トワー ク （N C R C ）

「子 ども の権 利 条約 ネ ッ トワー ク」 は、

子どもの意見表明・ 参加が尊重される社

会をめざ し、条約の実施・普及をすすめ

るた め に 1 9 9 1 年 に設 立 され ま した。 イ

ベン ト、 セ ミナー な どの 開催 、 ニ ュー ス

レタ ー の 発 行 、 ホ ー ム ペ ー ジ な ど に よ

り、 条 約 の 新 しい 情 報 を発 信 して い ま

す。1 9 9 3 年から N C R C の 呼びかけで、

フォー ラムが 開催 されて います 。

h t t p ：／／w w w ．n ¢r ¢．j p ／

東京都8 黒区緑が丘 2 －6 －1

T E L O 3 －3 7 2 4 ・5 ¢5 0

2 1
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西尾 真由子

鈴木 知美

大河内 陽介

安藤 敏

井澤 淑子

鈴木 早苗

西城 昭二

崎地 幸一

山田 晶

神日 正光

寺井 謙二

古川 誠

村上 謙二

西場 久人

板羽 聖治

藤山 泰雅

永田 克行

美容室インディコ

杉本 悦子

川喜田 ひろ美

福井 きわ子

竹村 浩

田部 眞樹子

徳島 ア ドラ ー 心

理学那賀みちの会

アドラー 心 理 学

学習会「ルネヰ タ」

アドラー 心 理 学

事例検討会

アドラー 心 理 学

育児 プログ ラム

リー ダー会

和歌 山 ア ドラー

心理学研究会

アドラ ー心 理 学

学習グループ
なで しこの会

田本 ア ドラー 心

理学 20 08 年総

会有志

アドラ ー K o i

●賛同会員

赤池 悦子

天野 隆

好光 紀

小川 和寧

藤井 幹夫

土井 由三

中村 たづみ

佐々木 光明

藤井 浩子

●賛同団体

千葉県子ども人権条例を実現する会

特定非営利活動法人国際子 ども権利
センター （シー ライ ツ）大 阪事 務所

子どもの人権連

特定 非営利 活動法 人 く まも と子 ども の
人権テーブル

三重県、

三重県教育委員会、

津市教育委員会、

桑名市、

桑名市教育委員会、

いなべ市、

いなべ市教育委員会、

東員町、

東員町教育委員会、

木曽岬〔臥

木曽岬呵教育委員会、

朝日町、

朝日町教育委員会、

川越町、

川越呵教育委員会、

四日市市、

四日市市教育委員会、

菰野町、

菰野町教育委員会、

鈴鹿市、

鈴鹿市教育委員会、

亀山市、

亀山市教育委員会、

伊賀市、

伊賀市教育委員会、

名張市、

名張市教育委員会、

松阪市、

松阪市教育委員会、

多気町、

多気呵教育委員会、

大台町、

大台町教育委員会、

明和軋

明和呵教育委員会、

伊勢市、

伊勢市教育委員会、

鳥羽市、

鳥羽市教育委員会、

志摩市、

志摩市教育委員会、

南伊勢臥

南伊勢 町教 育委員

会、

度会町、

度会呵教育委員会、

玉城［臥

玉城呵教育委員会、

大紀軋

大紀呵教育委員会、

紀北〔臥

紀北呵教育委員会、

尾鷲市、

尾鷲市教育委員会、

熊野市、

熊野市教育委員会、

御浜［臥

御浜町教育委員会、

紀宝町、

紀宝呵教育委員会

C A P みえ

F in e  L i n k

小林建設株式会社

子ども と本 を まん 中に 「C a  n 」

菰野町「おもちゃ診療所」

明実学院

（ 株）シーオーエー三重支社

（ 特）2 1 世紀の子育てを考える会．鈴鹿

鈴鹿地域会議

社団法人 三重県人権県教育研究協議会

財団法人 反差別・人権研究所みえ

津市反差別青少年友の会

津市人権・同和教育研究協議会

三重 シ ュー レ

三重県遊技業協同組合

高田短期大学

株式会社三重生産市場

津医療生活協同組合 津生協病院

株式会社阪本事務機

デコール おお たに

フォ レ ス トテ ク ニ カ ル

特定非営利活動法人みえ親子・ 人間関係研究所

柳本 つ とむ

炉ばた料理 味ふく

三重県自閉症協会

答礼人形「ミス三重」の里帰りを実現させる会・有志

社会福祉法人聖マッチヤ子供の家サポーターズ

インター ナシ ョナル ル イ企画

（ 有 ）ア イデ アルス トー リー ズ

夢の バ リアフ リー ミュージカル人 情 集 団 A n －P o n 一丁a n

障害者支援施設 聖マッテヤ心豊苑

スペシ ャルオ リン ピ ック ス 日本 ・三重

（ 有 ）ア スカ プラ ンニン グ

N P O 法 人 シ ー ズ ネ 、ソ トワ ー ク

（ 株）林技建工業

東山歯科医院

医療法人 山口歯科医院

株式会社せこ住研

株式会社 三重銀行

さくら総合法律事務所

岩波書店

株式会社 学支社

合同出版

株式会社 三省堂 法律書出版部

株式会社 信山社

株式会社 日本評論社

株式会社 ポプラ社

工イデル研究所
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主催 ：第 16 国子どもの権利条約 2 0 0 8 in みえ実行委員会

共催 ：津市

呼びかけ団体 ：亨どもの権利条約ネットワーク

■実行委昌会構成 団体 （順不同）

エンパ ワメ ン トみ え／ C A P み え／（特 ）くわな子 どもネ ッ ト／子 育 ち広 場 ∴ ドロ ップ in ／四 日市 まん

なか亨ども劇場／ N P O 法人体験ひろば☆ こどもスペース四 日市／鈴鹿市教育委員会人権教育課／鈴

鹿市教 育委 員会人 権教 育 セン ター／（特 ）2 1 世紀 の子育 て を考 える会 ．鈴鹿 ／（特 ）こどもサ ポー ト鈴

鹿／津市教育委員会事務局人権教育課／津市市民部人権課／津市健康福祉部 こども総合支援室／（特）

三重にフリースクールを作る会／あ りんこ工房／高田短期大学人間介護福祉学科／津市学童保育連絡

協議会／育生地区民生委員児童委員協議会／（特）津亨ども N P O センター／松阪市教育委員会／松阪
市こども未 来課／ （社 ）松 阪市 社会 福祉 協議会 ／ くれ っ しえんど／ スペ シ ャル オ リン ピ ックス 日本・ 三

重／（特）松 阪 子 ども N P O セ ンター ／（特）三 重 み なみ亨 ども ネ ッ トワー ク／（特）子 ども ステー シ ョ

ンくまの／ 三重県 健康 福祉 部 こども局 ／（特 ）三重 県亨 ども N P O サポー トセ ンター ／「チ ャイ ル ドライ

ン2 4 」実施 組織 ／ 日本 ア ドラー心理 学会所 属 ア ドラー心理 学学 習 グルー プ／亨 どもの権利 条約 ネ ッ ト

ワー ク

■実行委員会事務局
〒5 14 －0 12 5 三重県津市 大里窪田呵 2 7 09 －1

「 チ ャイル ドライン 2 4 」実施組織内
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2 0 0 9 年 発行 第 16 回亨どもの権利条約 2 0 0 8 in みえ実行委昌会




